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今月の掲載内容

・
總
本
山
醍
醐
寺
第
百
三
世
座
主

　
　
仲
田
順
和
大
僧
正
猊
下
遷
化�

1

・「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
知
恵
会
議
」
寄
稿
文�

2

・
遍
照
心
院
順
和
大
僧
正
歎
徳
文

　 

総
本
山 

御
寺
泉
涌
寺 

長
老 

大
僧
正 

貞
郎�

3

・
弔
辞

　
　
眞
言
宗
長
者 

総
本
山
教
王
護
国
寺 

長
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

飛
鷹
全
隆�

3

・
宗
派
だ
よ
り 

等�

4

令
和
五
年
十
二
月
六
日
発
行

発
行
所　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
電　
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
一
〇
一

總
本
山
醍
醐
寺
第
百
三
世
座
主

　
仲
田
順
和
大
僧
正
猊
下
遷
化

　

總
本
山
醍
醐
寺
第
百
三
世
座
主 

仲
田
順
和
大
僧

正
猊
下
は
、
去
る
十
一
月
十
日
午
前
六
時
、
急
性
心

不
全
の
た
め
三
寳
院
で
ご
遷
化
さ
れ
た
。
世
寿
九
十

歳
、
法
﨟
六
十
六
、
哀
悼
。

　

一
山
悲
し
み
の
な
か
、
三
寳
院
白
書
院
に
て
十
、

十
一
日
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
一
山
僧
侶
・
職
員
で

読
誦
。
十
二
日
は
午
前
十
時
よ
り
御
納
棺
の
後
、
引

き
続
き
白
書
院
に
祭
壇
を
設
け
、
午
後
六
時
三
十
分

よ
り
、
多
く
の
方
々
が
参
座
す
る
な
か
、
總
本
山
御

寺
泉
涌
寺
長
老
上
村
貞
郎
大
僧
正
猊
下
御
導
師
の
も

と
醍
醐
派
宗
会
議
員
が
職
衆
を
務
め
通
夜
法
要
を
執

行
。
弔
問
に
は
多
く
の
方
々
が
参
香
に
訪
れ
た
。

　

翌
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、
上
村
貞
郎
長
老
猊
下

御
導
師
の
も
と
密
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
眞
言
宗
長

者
飛
鷹
全
隆
大
僧
正
猊
下
の
弔
辞
、
読
経
の
な
か
、

多
く
の
関
係
者
ら
が
弔
問
に
訪
れ
参
香
。
し
め
や
か

に
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。

 

總
本
山 

醍
醐
寺 

第
百
三
世
座
主

　 

仲
田 

順
和 

大
僧
正 

本
葬
儀

日　

程　

 

令
和
五
年
十
二
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

受　

付　

 

醍 

醐 

寺　

三
寳
院　

午
前
十
時
よ
り

式　

場　

 

醍 

醐 

寺　

金　

堂　

午
前
十
一
時
よ
り

　
　
　
　
　

※
開
場
は
右
記
の
時
間
に
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す

供
花
お
申
込
み
に
つ
い
て

　

供　

花　

一
五
、〇
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　

※
供
花
は
ご
芳
名
板
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す

　

申
込
先　

公
益
社

　

電　

話 

〇
七
五
︱

二
二
一
︱

四
〇
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五
︱

二
四
一
︱

〇
四
二
〇

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

　
　
　
　

 

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
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心
新
た
に
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
の
新
春
を
迎

え
ま
す
こ
と
を
寿こ
と
ほぎ
申
し
上
げ
ま
す
。
不
安
の
多
い

世
情
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
る
楽
し
み

は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
命
の
繋
が
り
に
と
き

め
き
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
、
弘
法
大
師
空
海
上
人
の
ご
誕
生
一
二 

五
〇
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
は
真
言
宗
の
立
教
開
宗

一
二
〇
〇
年
の
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
醍
醐
寺
の

初
代
座
主
観か
ん

賢げ
ん

僧
正
は
醍
醐
天
皇
に
大
師
号
の
下
賜

を
願
い
出
ま
し
た
。
天
皇
は
空
海
上
人
の
ご
業
績
を

称
え
、「
弘こ
う

法ぼ
う

利り

生し
ょ
う」と

い
う
言
葉
の
中
か
ら「
弘
法
」

の
二
字
を
と
り
、
大
師
号
を
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
故
事
か
ら
醍
醐
寺
は
「
弘
法
利
生
」
の
言
葉
を
大

切
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

空
海
上
人
は
他
の
命
を
重
ん
じ
、「
心
の
営
み
」

に
重
き
を
置
き
、
人
が
人
を
思
う
心
を
大
切
に
さ
れ

ま
し
た
。
密
教
の
教
え
を
広
め
る
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
こ
と
を
実
際
に
な
さ

れ
た
こ
と
か
ら
も
、「
弘
法
利
生
」
の
言
葉
の
重
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
空
海
上
人
を
思
慕
し
た
の
が
醍
醐
寺
の

開
山
、
聖
し
ょ
う

宝ぼ
う

理り

源げ
ん

大だ
い

師し

で
あ
り
、
聖
宝
理
源
大
師
の

お
心
を
そ
の
ま
ま
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
の
が

観
賢
僧
正
で
し
た
。

　
「
観
賢
僧
正
は
諡し

号ご
う

下
賜
ご
報
告
の
た
め
、
お
大

師
様
の
休
ま
れ
て
い
る
お
廟び
ょ
うへ
と
入
っ
て
行
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
お
大
師
様
の
お
姿
を
見
る
と
、
髪
と

ひ
げ
が
伸
び
て
い
た
の
で
剃
っ
て
差
し
上
げ
、
新
し

い
衣
に
お
着
替
え
い
た
だ
い
た
」
と
の
お
話
が
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、「
人
が
人
に
対
し
て

祈
る
心
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
祈
り
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
人
が
人
に

対
し
て
祈
り
、
命
が
命
に
対
し
て
祈
る
」
と
い
う
行

為
で
す
。「
大
師
い
ま
だ
お
わ
し
ま
す
」
の
本
質
は

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
過
去
の
命
に
対
し
て
も
、
生
き

て
い
る
ま
ま
に
お
仕
え
す
る
の
で
す
。
自
然
の
中
で

生
き
る
私
た
ち
は
多
く
の
命
と
つ
な
が
り
、
一
人
だ

け
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
過
ぎ
去
っ
た
命
が
な

け
れ
ば
今
の
私
た
ち
の
命
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
命

の
つ
な
が
り
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る

「
心
」
を
持
つ
こ
と
が
、
人
が
生
き
る
意
義
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
ぞ
、
そ
の
よ
う
な
心
を
忘
れ
ず
、
今
起
き
て

い
る
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ぜ

ひ
、
優
し
い
言
葉
で
、
優
し
い
心
を
伝
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は

共
に
「
国
境
を
超
え
て
ア
ジ
ア
社
会
に
、
ア
フ
リ
カ

社
会
に
、
南
米
社
会
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
、
ア

メ
リ
カ
社
会
に
、
そ
し
て
日
本
の
社
会
の
中
に
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
様
性
を
持
っ
た
人
間
観
や
宗
教
観

の
根
本
的
な
問
い
直
し
が
存
在
す
る
」、
こ
れ
を
き

ち
っ
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
二
三
年
一
月
一
日 

京
都
新
聞
別
刷
特
集 

掲
載

　
　
　
　
「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
知
恵
会
議
」
元
日
特
集
寄
稿
文

京
都
新
聞
「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
知
恵
会
議
」 

元
日
特
集
に
寄
稿
さ
れ
た
、
最
後
の
原
稿
で
す

命
の
つ
な
が
り
に
思
い
を
寄
せ
る
「
心
」
を
持
つ

總
本
山
醍
醐
寺
座
主
　
仲
田 

順
和
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遍
照
心
院
順
和
大
僧
正
歎
徳
文

　

夫
レ
有
以
転
変
ノ
理
法
ハ
賢
聖
モ
猶ナ

オ

免マ
ヌ
カレ

ズ
、
大
聖
世
尊
ハ
雙
樹
ノ
雲
ニ
隠

レ
、
高
祖
大
師
ハ
八
葉
ノ
峯
ニ
入
リ
給
イ
入
定
留
身
シ
テ
弥
勒
下
生
ノ
暁
ヲ
楽

シ
ミ
ト
ス
、
然
リ
ト
雖
モ
諸
法
本
来
不
生
ノ
故
ニ
生
滅
ハ
水
波
ノ
戯タ

ワ
ムレ

ノ
ミ
。

　

伏
シ
テ
惟
レ
バ
故
ノ
醍
醐
寺
座
主
、
三
寳
院
門
跡
、
醍
醐
派
管
長
大
僧
正
順

和
大
和
尚
ハ
昭
和
九
年
東
京
都
品
川
ニ
生
マ
レ
、
海
照
山
品ホ

ン

川セ
ン

寺ジ

順
海
大
和
尚

ノ
門
弟
ト
シ
テ
幼
少
ヨ
リ
仏
門
ニ
入
リ
テ
横
浜
西
方
寺
、
鎌
倉
覚
園
寺
ニ
受
具

ス
。
大
正
大
学
ノ
学
ビ
舎
ニ
テ
ハ
梵
文
学
ヲ
修
道
シ
、
年
齢
二
十
有
五
ニ
シ
テ

智
弁
大
阿
闍
梨
耶
ニ
随
ヒ
両
部
秘
教
ノ
奥
義
ヲ
探
リ
、
戒
玉
大
僧
正
ヨ
リ
醍
醐

法
流
ヲ
瀉
瓶
シ
テ
密
流
醍
醐
ノ
印
璽
ヲ
受
ク
、
青
年
僧
ニ
至
ッ
テ
ハ
醍
醐
山
青

年
連
合
会
ヲ
発
足
シ
、
大
峯
先
駈
ノ
峰ミ

ネ

ニ
入
リ
テ
ハ
験
門
ヲ
恢カ

イ

興コ
ウ

シ
テ
抖
櫢
修

行
ニ
怠
リ
ナ
シ
、
別
格
本
山
品
川
寺
住
職
ト
シ
テ
ハ
檀
信
徒
教
化
ニ
尽
力
シ
、

殊
ニ
ハ
昭
和
五
十
七
年
総
本
山
醍
醐
寺
執
行
、
真
言
宗
醍
醐
派
ノ
役
職
ヲ
歴
任

シ
テ
次
イ
デ
ソ
ノ
長
ニ
任
ジ
、
歴
代
座
主
ヲ
佐タ

ス

ケ
テ
寺
門
ノ
興
隆
ヲ
図
リ
、
更

ニ
醍
醐
山
伝
法
学
院
ノ
院
長
ト
シ
テ
青
年
学
徒
ノ
訓
育
ニ
膺ア

タ

ル
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
総
本
山
醍
醐
寺
百
三
世
座
主
、
大
本
山
三
寳
院
五
十
二

代
門
跡
、
真
言
宗
醍
醐
派
第
十
一
世
管
長
ノ
猊
座
ニ
陞ノ

ボ

ル
。

　

殊
ニ
ハ
三
寳
院
開
創
九
百
年
大
法
要
ヲ
完
遂
シ
、
平
成
二
十
八
年
真
言
宗
長

者
、
大
阿
闍
梨
ト
シ
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
成
満
ス
。
令
和
四
年
太
元
帥
大
法
ヲ

三
寳
院
道
場
ニ
於
イ
テ
厳
修
、
歴
代
ノ
芳
蠋
ニ
恥
ズ
ル
処
ナ
シ
。

　

出
テ
ハ
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
５
０
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ト
シ
テ
世
界
的
ナ
社

会
奉
仕
ニ
貢
献
シ
、
品
川
寺
梵
鐘
ヲ
廻
ッ
テ
ハ
、
ス
イ
ス
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
ト
ノ

国
際
交
流
、
世
界
平
和
ノ
為
ニ
尽
力
ス
。
京
都
国
立
博
物
館
評
議
員
ヲ
勤
メ
文

化
財
保
護
ニ
斡ア

ッ

旋セ
ン

ス
ル
所
ア
リ
。

　

然
リ
ト
雖
モ
化
導
限
リ
ア
リ
、
維
時
世
寿
九
十
也　

鳴
呼
悲
シ
イ
哉　

痛
シ

イ
哉　

悲
ガ
中
ノ
悲　

痛
ガ
中
ノ
痛
ナ
リ

　

爰
ニ
護
持
法
主　

醐
山
泉
山
ノ
法
縁
深
重
ナ
ル
ヲ
追ツ

イ

懐カ
イ

シ
、
本
日
葬
送
ノ
儀

ニ
当
タ
リ
聊
カ
大
和
尚
ノ
遺
徳
ヲ
歎
ジ
、
恭
シ
ク
般
若
理
趣
ノ
妙
典
ヲ
供
ズ
、

香
煙
自
ラ
覩
率
ノ
内
院
ニ
薫
ジ
、
宝
鬘
サ
ナ
ガ
ラ
阿
字
ノ
心
殿
二
芬カ

オ

ル
、
然
レ

バ
即
チ
順
和
大
和
尚
既
ニ
大
空
位
ニ
遊
歩
シ
、
本
不
生
ヲ
証
シ
給
フ
ラ
ン　

乃

至
法
界　

平
等
利
益

　

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
本
山　

御
寺
泉
涌
寺

�

長
老　

大
僧
正　

貞
郎

総
本
山
醍
醐
寺
座
主
・
大
本
山
三
寳
院
門
跡
・
眞
言
宗
醍
醐
派
管
長

仲
田
順
和
大
僧
正

弔
辞

　

夫
れ 

秋
の
黄
葉
繽
粉
と
し
て
終ツ

イ

に
枝
に
返
る
期ゴ

な
し
。
夏
の
蓮
萃
萎
み
落
ち

て
豈
に
臺
に
託ツ

く
期ト

キ

有
ら
む
や
。

　

此
処
に
知
ん
ぬ
。

　

始
め
あ
り
終
り
あ
る
は
、
こ
れ
世
の
常
の
理
。
生
者
必
滅
は
す
な
わ
ち
人
の
定

ま
れ
る
則オ

キ
テな
り
、
と
。

　

去
む
ぬ
る
十
一
月
十
日
、
総
本
山
醍
醐
寺
座
主
・
大
本
山
三
寳
院
門
跡
・
眞
言

宗
醍
醐
派
管
長
、
仲
田
順
和
大
僧
正
、
奄
然
と
し
て
圓
寂
の
相
を
示
し
給
う

　

世
壽
九
十
才
な
り
、
法
臘
六
十
六
星
霜
を
数
う

　

嗚
呼
、
悲
し
い
哉
、
惜
し
い
哉
、
惜
し
み
て
も
余
り
あ
り
。

　

仲
田
順
和
座
主
猊
下
は
昭
和
九
年
、
東
京
品
川
に
御
出
生
。
幼
少
よ
り
俊
秀
の

誉
高
く
、
昭
和
三
十
二
年
、
品ホ

ン

川セ
ン

寺ジ

に
入
山
、
出
家
な
さ
れ
、
師
順
海
和
尚
の
室

に
入
り
修
行
さ
れ
る
と
共
に
、
学
に
入
り
て
は
大
正
大
学
で
梵
文
学
を
学
び
、
殊

に
仏
教
原
典
の
研
究
に
専
心
、
同
大
学
院
博
士
課
程
に
進
ま
れ
る
。

　

順
海
和
尚
の
後
を
継
ぎ
、
昭
和
四
十
三
年
、
東
京
品
川
、
品
川
寺
住
職
に
晋
山
。

多
く
の
信
徒
を
導
く
一
方
、
昭
和
六
十
年
眞
言
宗
総
本
山
醍
醐
寺
に
お
い
て
も
執

行
長
・
眞
言
宗
醍
醐
派
宗
務
総
長
と
し
て
能
く
前
座
主
、
麻
生
文
雄
猊
下
を
支
え
、

醍
醐
派
法
流
の
相
承
、
修
験
道
の
興
隆
や
文
化
財
の
保
存
等
に
精
励
を
尽
く
さ
る
。

　

遂
に
平
成
二
十
二
年
十
月
、
宗
団
、
本
山
の
興
望
を
担
っ
て
眞
言
宗
総
本
山
醍

醐
寺
一
〇
三
世
座
主
・
三
寳
院
門
跡
・
醍
醐
派
管
長
に
就
任
な
さ
る
。
又
出
で
て

は
平
成
二
十
八
年 

後
七
日
御
修
法
の
大
阿
闍
梨
を
務
め
、
“
眞
言
宗
長
者
”
の

位
に
昇
ら
る
。

　

順
和
猊
下
は
、
法
流
本
山
と
し
て
の
醍
醐
寺
を
殊
に
尊
重
し
、
国
内
外
に
多
く

の
弟
子
を
育
成
し
、
そ
の
豊
か
な
人
徳
と
識
見
を
以
て
数
多
の
僧
・
俗
、
有
縁
の

人
々
に
敬
慕
・
信
頼
さ
れ
、
広
く
衆
生
済
度
に
尽
く
さ
れ
る
。

　

又
猊
下
は
、
御
当
山
醍
醐
寺
に
は
凡
そ
十
万
点
の
文
化
財
を
所
蔵
す
る
中
、
そ

の
文
化
財
指
定
に
努
力
さ
れ
、
う
ち
七
万
点
を
超
え
る
「
文
書
・
聖
教
」
類
に
国

宝
と
い
う
格
上
げ
の
大
萃
の
成
果
を
な
せ
し
御
業
績
は
、
誠
に
尊
く
も
大
い
な
る

浄
行
な
り
。

　

そ
れ
は
、
座
主
猊
下
の
先
見
性
と
実
行
力
の
賜
物
な
り
。

　

嗟ア
ア

、
猊
下
は
か
く
も
本
山
・
宗
団
・
又
衆
生
済
度
に
燦
た
る
偉
業
を
示
し
、
残

し
給
う
な
り
。

　

然
れ
ど
も
大
和
尚
、
今
す
で
に
在マ

し
ま
さ
ず
。
そ
の
温
顔
、
謦
咳
接
す
る
に
由

な
し
。

　

本
日
茲
に
告
別
の
厳
儀
に
列
し
、
眞
言
宗
各
派
総
大
本
山
を
代
表
し
、
大
和
尚

の
功
績
を
讃
仰
し
、
恭
し
く
頓
證
無
上
菩
提
を
祈
り
奉
る
。

　

南
無
大
師
遍
照
金
剛

　

維
時
令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
言
宗
長
者　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
本
山
教
王
護
国
寺
長
者

�

飛
鷹
全
隆
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『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議　

第
三
十
七
回
教
団
行
政
責
任
者
研
修
会

　

令
和
五
年
十
月
六
日（
金
）　

京
都
東
急
ホ
テ
ル

　
　

出
席
：
浦
郷
宜
右 

教
学
部
長

第
五
十
二
回
修
験
伝
法
教
校

　

令
和
五
年
十
月
七
日（
土
）
～
十
月
十
一
日（
水
）

　
　

初
級
六
名
、
中
級
三
名
、
上
級
十
名

修
験
得
度
式

　

令
和
五
年
十
月
八
日（
日
）

　
　

受
者
六
名

恵
印
灌
頂

　

令
和
五
年
十
月
十
日（
火
）

　
　

滅
罪
灌
頂
七
名
、
覚
悟
灌
頂
四
名
、
伝
法
灌
頂
十
一
名

親
授
式

　

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日（
日
）　　

午
前
十
一
時　

三
宝
院
本
堂

　
　

北
海
道　
　
　
　

慈
法
院　
　
　
　
　

門
馬　

圭
澄

　
　

新　

潟　
　
　
　

実
相
寺　
　
　
　
　

小
笹　

孝
恭

真
言
宗
十
八
本
山
法
話
リ
レ
ー　

辻
説
法 

　

第
六
回　

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日（
日
）　

午
後
零
時
三
十
分　
　

唐
門
前 

令
和
五
年
度　

第
六
十
一
回
密
教
学
芸
賞
・
第
五
十
五
回
密
教
教
化
賞　

授
賞
式

　

令
和
五
年
十
月
三
十
日（
月
）　

奈
良　

信
貴
山　

大
本
山
玉
蔵
院

　
　

醍
醐
寺
推
薦
者　

愛
媛　

金
仙
寺
住
職　

今
井　
奉
一　
僧
正　

密
教
教
化
賞
受
賞

弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
慶
讃
法
要
並
び
に
真
言
宗
立
教
千
二
百
年
記
念
法
要

　

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日（
土
）　　

午
前
十
時　
　

庭
儀
中
曲
理
趣
三
昧　

金
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時　
　

柴
燈
大
護
摩
供　
　
　

柴
燈
護
摩
道
場

　

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日（
土
）
～
十
月
二
十
二
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
行
事　

五
重
塔
特
別
御
開
扉

五
大
力
総
会　

　

令
和
五
年
十
月
二
十
三
日（
月
）　　

午
前
十
時
二
十
分　
　

柴
燈
護
摩
供　

柴
燈
護
摩
道
場

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
納
入
用
紙
が
お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
場
合
は
、
お
早
目
の
納
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

教
学
部
よ
り

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
閉
庁
の
お
知
ら
せ

　

令
和
五
年
十
二
月
三
十
日（
土
）
〜
令
和
六
年
一
月
四
日（
木
）

醍
醐
寺
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル

　

「
寺
院
・
教
会
の
後
継
者
」
育
成
の
た
め
の
醍
醐
寺
ア
カ
デ
ミ
ー
、
「
仏
教
の
こ
こ
ろ
」
を
学
ぶ

オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル
を
皆
様
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

・
入
門
コ
ー
ス　

　
　

令
和
六
年
三
月
九
日（
土
）

　

・
専
門
コ
ー
ス

　
　

令
和
六
年
三
月
十
日（
日
）

※
今
月
号
は
録
事
お
よ
び
広
告
を
休
載
い
た
し
ま
す
。

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ


